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   Between 1971 and 1983, 103 patients with renalinjury were admitted tothe Department of 
Urology, Tatebayashi Kosei Hospital. There were 87 males and 16 females. The most frequent 
age group seen (27.2% of patients) was the 10 to 19 year group. The various causes included traffic 
accidents (55 patients), falls (16 patients), athletic njuries (8 patients), labor accidents (7patients), 
blows (6 patients) and others (11 patients). Associated injuries were present in 52.4% of the patients, 
including thoracic njuries such as rib fracture (20 patients), lumbar vertebra and transverse process 
fractures (18 patients), and head injuries (12 patients). 
   Evaluation f the renal injuries was made byexcretory urogram (IVP) and conservative manage-
ment was for most, contusion a d rupture, and operation for laceration asa principle: 95 patients 
(97 renal injuries) were treated by conservative management a d7 patients were treated surgically, 
5 patients by nephrectomy and 2 patients by perirenal drainage. Nine patients who had associated 
injuries were treated surgically. 
   In the follow-up study of 41 patients who had received conservative management a doperation 
(perirenal drainage), followed for more than 6 months and had IVP, urinalysis and blood pressure 
measurement, representative changes were calyceal deformity (3patients), renal calculus formation 
(2 patients) and non-functioning kidney (2 patients) in urograms. 









対 象 およ び方法
1971年5月より1983年12月までの約13年間に館林厚
生病院泌尿器科に入院した腎外傷患者103例につき,




Table2.年齢 ・性 別 分 布
結 果












70～79歳が2例,80歳以上が3例 であ り,小児 ・若年
者に多くみられた.性 別では男牲が87例,女性が16



















































































われたならば,た だちに 静脈注射 腎孟造影法(以 下
IVP)を施行し腎外傷の有無を診断した.腎 損傷程度












例,腎 周囲 ドレナージ法1例,腎 断裂に対 し腎摘4例,
鈴木 ・ほか:腎 外傷 225
Table3.受 傷 原 因

















































































































腎周 囲 ドレナ ー ジ 法1例 で あ った(Table5)。他 臓
器 外傷 に 対 した だ ちに 手 術 を お こな った もの は9例 で
あ り,四 肢 外傷4例,肝 外 傷3例,脾 外 傷3例,胃 外










歳男性)に 中 ・下腎杯の 変形(Fig.2,3)がみられ















孟尿管4例,水 腎症4例,サ ンゴ状腎結石1例,発 育


























腎 は 解 剖学 的 に 比 較的 外 傷 は 受 け に くい臓 器 であ
るtし か し腎 外 傷 は 交通 機 関,重 一r.meの発達 に と も な
い 年 々増 加 し て い る1・2・56).当院 に お い て も過 去13年
間 に3.5倍に 増 加 して い る.尿 路性 器外 傷 の なか で腎
外 傷 の 占め る 割 合 は,金 沢 ら5)は39.1%,平野 らG)は
25,8%との べ て い るが,わ れ わ れ の結 果 で は73.6%と
Fig.5.1年後IVP
高 率に み られ た.年 齢 に つ い てみ る と志 田1)は237例
中20歳代89例,30歳 代40例,40歳代38例,10歳 代29
例 の順 と のべ て お り,金 沢 ら5),平野 ら6)は20歳代,
10歳代,30歳 代 の 順 とのべ て い るが,わ れ わ れ の結 果
で は10歳代 に も っ と も多 くみ られ10歳未 満,30歳 代,
50歳代 が 同数,20歳 代 の順 で あ り,小 児 ・若 年 者 に 多
くみ られ たの が 特 徴 で あ った.男 女 比 は5.4:1で 諸












因 でみ る と志 田1)は263例中 作 業 事 故69例,墜 落56
例,交 通 事 故53例,馬 蹄傷31例,ス ポ ー ツ15例,そ の
ほ か3フ例,金 沢 ら5)は交 通 外傷33.O%,職 業性 外 傷
24.6%,一般 外 傷25.O%,スポ ー ツ外 傷15,2%,平野
ら6)は皮 下 損 傷 例 中 交通 事 故25.5%,作業中18.1%o,
スポ ー ツけん か7.4%と のべ てい る が,わ れ わ れ の 結
果 で は交 通 事 故 が55例(53.4%)と半 数 以 上 に み られ
大 原 ら7)の60%,稲 葉 らs)の66%,Cass9)の75%と
類 似 した結 果 で あ り,交 通 事 故 に よる 腎外 傷 の 重 要性
が うか が え る.
腎外 傷 と他 臓 器 外 傷 との 合 併症 例 は 志 田1)は224例
中69例とのべ て い るが,大 原 ら7)は66.5%,Cass9)は
73%との べ て お りわ れ わ れ の結 果 も52.4%と後者 に 近
い結 果 とな った。 肋 骨骨 折 が 多 くみ られ 諸 家 の報 告1・
5・6)と同様 の傾 向 で あ り,ま た腹 部 外 傷 が7例 に み ら
れ,全 例 手術 を必 要 と した.平 野 ら6)は腎 外傷 死 亡 例
20例中,合 併 損 傷 の あ る ものは15例(75%)で 腹 部
43.8%,胸部18.8%,頭 部12.5%と のべ て い る。
Cass9)は466例中43例が 死 亡 して お り,腎 単独 例 で の
死 亡例 は ない との べ て い る.腎 外傷 に お い て他 臓 器 外
傷 合 併 の診 断 治 療 は患 者 の予 後 に 重 要 で あ る.ま た 山
本 ら3)は,腹 部 外 傷666例中 腎 外 傷 は23.0%にみ られ
肝外 傷 よ りも多 い とのべ てお り,腹 部外 傷 時 腎 損 傷 が
疑 われ た な らば か な らずIVPを と り腎 損傷 の有 無 を
確 認す べ きであ る.
腎外 傷 の診 断 は,受 傷 の陳 述,血 尿,腎 部 の腫 脹 お




































11例中3例,変 形像3例 中1例,萎 縮像2例中1例 に
高」n1圧がみられたとのべている.われわれの結果では,
以前より高血圧のみられた1例 をのぞき高血圧のみら
れたものはなか った.し かし保存的治療症例中,中 等
度腎破裂7例 中 正例に腎杯鈍円化,高度腎破裂8例 中




















館 林 厚 生病 院に お い て過 去13年間 に 経 験 した 腎外 傷
103例ecつい て臨 床 的 観 察 を お こな った.
1)腎 外 傷103例中 男 性87例,女 性16例に み られ,
男女 比 は5.4・1で あ った.ま た10～19歳に28例(27.2
%)と も っ と も多 くみ られ 小 児 ・若 年層 に 多 くみ られ
た,
2)受 傷 原 因 は,交 通 事 故が55例(53.4%)ともっ
と も多 く,転 落16例,一 般 外 傷11例,ス ポ ー ソ外 傷8
例,労 働 災 害7例,暴 力6例 の 順 で あ った.合 併 損 傷
は54例(52.4%o)にみ られ,胸 部 外傷,腰 椎横 突 起 骨
折,頭 部外傷,四 肢 骨 骨 折,腹 部 外傷 の順 であ った.
3)102例中保 存 的 治 療95例(97病腎),腎 摘5例,
腎 周 囲 ド レナ ー ジ法2例 であ った.合 併 損 傷9例 に 対
し外 科rl勺治療 を お こ な った.
4)後 遺症 は,保 存 的 治療(腎 周ll珂ドレナ ー ジ法1
例 を 含 む)41例rlr,rl=r等度 腎 破 裂7例 中1イ列に 腎 杯 鈍
円化,高 度腎破裂8例 中1例に腎結石,1例 に中 。下
腎杯変形,腎 断裂4例 中1例に下腎杯変形,2例 に無
機能腎,1例 に腎結石がみ られた.
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